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これ か ら述 べ る こ と の大 部 分 は 、 ア メ リカ に お け る 日本研 究 とい う課
題 を詳 し く追 求 す るに あ た り、文 献 目録 の7の 「ア メ リカ お よび カ ナ ダ
に お け る 日本 研 究一 一 日本 専 門 家 名 簿(JapanesestudiesintheUnited
StatesandCanada:DirectoryofJapanspecialists)」を 基 に しま した 。
これ は 日本 専 門 家(Japanspecialists)と 思 わ れ た4009人 の リス トが 作
成 され 、彼 らに ア ン ケ ー トが 発 送 され 、 回答 の な か った 専 門 家 は名 簿 に
載 せ られ ませ んで した 。 従 っ て 、 これ を基 に した議 論 は 完 全 とは い え ま
せ ん 。例>xぽ 、EdwinSeidensticker(文 学)、DonaldHellman、Michael
Blaker(政 治 学)、JohnDower(現代 史)、SusanHanley(経済 史)、
ConradTotman(徳川 史)な どは名 簿 に は な い が 重 要 な 日本 専 門 家 で
す 。 しか しなが ら出 版 され た 名 簿 に は1224人 の 名前 が載 って い ます 。そ
して これ には 、 日本 語 ・日本 研 究 の専 門 分野 に お け る学 位 ・日本 に おけ
る研 究 経 験 ・1988年 まで の経 歴 ・出版 に 関す る質 問 に対 す る回答 が 付 い
て い ます 。 こ の名 簿 の 編 集 に あた った 人 々は 、 この1224人 が 現在 ア メ リ
カ で活 躍 して い る 日本 専 門 家 の3分 の2を 代表 して い る と考 え て い ます 。
「ア メ リカ お よび カナ ダ に おけ る 日本 研 究機 関 便 覧 」(DirectoryofJapan-
esestudiesinstitutionintheUnitedStatesandCanada)です が 、 こ こ
で もア メ リカ だけ につ い て述 べ れ ぽ 、現 在109の 機 関 に 日本 研 究 の プ ロ
グ ラムが あ ります 。 これ に加>xて186の 大 学 や 研 究 機 関 が そ の 教 授 陣 に
日本 専 門家 を有 して い ます(比 較 の た め に 、 カ ナ ダ の 例 を あ げ る と、
10の 研 究 機 関 に 日本 研 究 プ ロ グ ラムが あ り、 そ の ほ か に 日本 専 門家 を教
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授 陣 に有 して い る の は21機 関 で す)。 ・こ の1冊 に は ア メ リカ に お け る90
か ら95パ ー セ ン トの機 関 が 含 まれ て い る と編 集者 は考 え て い ます 。 こ の
2冊 か ら現 在 ア メ リカに お け る 日本 研 究 の か な り正 確 な 図 を 描 くこ とが
出来 ます 。言 うま で もな い こ とで す が 、 私 は この2冊 だ け に 頼 っ て は い
ませ ん。 な お 、 ア メ リカに お け る 日本研 究 の発 展 を よ り良 く理 解 す るた
め に は 、10年 ご との変 化 に 注 目 して い た だ きた い。
さて 、 日本 研 究 プ ログ ラ ムは 現在 ア メ リカ50州 の うち の33の 州 に あ り
ます 。 そ して 、 こ の30年 間 に 日本 研 究 プ ロ グ ラムは 地 理 的 に は 西 へ と移
動 して い ます 。1960年 に は10の 大 セ ンターの うち四つ(・ ・一バ ー ド・エ ー
ル ・コ ロン ビア ・プ リソス トン)が 東部 ・北 東 部 に あ りま した 。 残 りの
二 つ が 、 中西 部 の ミシガ ン ・シカ ゴで 、 四 つ が西 部 の ワシ ソ トン ・ス タ
ソ フ ォー ド ・カ リフ ォル ニア 大 バ ー ク レー校 ・ハ ワイ で す 。 今 日、10人
あ るい は10人 以 上 の 教授 の い る 研 究 機 関 が ア メ リカ に は35あ ります 。
1960年 に は 教 授 数10人 とい うの が主 要機 関 の判 断 基 準 で した が 、現 在 こ
の 基 準 を 用 い る と、35機 関 の うち六 つ が北 東 部 、九 つ が 中 西 部 、13が ハ
ワイ を 含 む 太 平 洋 岸 に あ ります 。大 西洋 地 域 中部 に は10人 以 上 の教 授 陣
を持 つ機 関 が 四 つ 、 南 西部 と ロ ッキ ー 山脈 地 域 には 三 つ あ ります が 、南
部 に は ゼ ロで す 。 特 に 最 も多 い専 門 家 を有 す る のは ハ ワイ 大 学 で67人 で
す 。 次 が ミシ ガ ン大学 で46人 、南 カ リフ ォル ニア大35人 とな って い ます 。
特 に 注 目 して いた だ きた い の は 、南 カ リフ ォル ニ ア大 は1960年 の10大 校
に 入 って い な い こ とで す 。1960年 の リス トに は無 い も う一 つ の 大 学 、 オ
ハイ オ 州 立 大 学 は 今 日で は 、32人 の 専 門 家 を 有 し、 次 が コ ロ ン ビア の
31人 、 ス タ ン フ ォー ドの29人 とな って い ます 。 シ カ ゴ大 学 は24人 、1960
年 の リス トに 無 い 大学 と して 、 ユ タ 州 の ビ リガ ム ・ヤ ング大 の24人 が あ
ります 。 ウ ィ ス コ ソ シ ン大 学 は 、SidneyBrownが 木 戸 孝 允 の博 士 論 文 を
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書 い て い た1950年 頃 に 日本 専 門家 が い な いた め 、 近 代 中 国史 専 門 家 を ア
ドバ イ ザ ー(主 任 教 授)に しな けれ ば な ら なか った ので す が 、今 は24人
の専 門 家 が い ます 。 ア メ リカ に お い て 日本 研 究 の 草 分 け の役 目を 果 た し
た カ リフ ォル ニア大 バ ー ク レー校 は23人 です 。
日本 研 究 の博 士 課 程 の学 生 の大 半 は、主要大 学 で養成 され ま した 。ハ ー
バ ー ドは 「名 簿」 に あ る1210人 の博 士 の うち133人 も の 多 数 を 出 し て い
ます 。 七 つ の 大学 、 ハ ーバ ー ド・ ミシガ ン ・コロ ン ビア ・シ カ ゴ ・バ ー
ク レー ・ス タ ソ フ ォー ド ・エ ール が1960年 以 前 に 出 た165人 の博 士 号 取
得者 の65パ ーセ ン トを 占 め て い ます 。 これ と同 じ大 学 が1980年 代 に 出 た
294人 の 博 士 号取 得 者 の ほ とん ど半 分 を 占 め てい ます 。 全 体 と して 、 こ
の 七 つ の 大 学 が 日本 研究 の博 士 号 の46.9パ ー ゼン トを養 成 した こ と に な
ります 。 しか しな が ら、1960年 以 降 は 、次 の大 学 もそ れ ぞ れ20あ るい は
そ れ 以 上 の博 士 号 を 出 し ま した 。 ウィス コソシ ン ・ワシ ソ トン ・ハ ワイ ・
コ ーネ ル ・プ リソス トンで す 。 そ して 日本 専 門 家 名 簿 に あ る441人 の 博
士課 程 の 学 生 の うち 、一 番 多 い の が ハ ワイ の50人 、次 が ミシ ガ ン45人 、
コ ロ ン ビア40人 とな って い ます 。1960年 以前 に は ハ ワイ に は博 士 課 程 が
な か った こ とに 注 目 しな け れ ば な りませ ん 。
しか しな が ら、 現 在 、 ア メ リカの 日本専 門家 の お よそ4分 の1は 大 学 と
関 係 が な い こ とに も注 目 しな け れ ぽ な りませ ん 。 これ は ア メ リカに お け
る 日本 研 究 の 重 要 な 発 展 傾 向 の 一 つ であ ります 。20年 前 は 日本 語 を 習 っ
て 日本 を 研 究 しよ うとい う者 は 、 第 一 に 学者 に な る た め に そ う した もの
です が 、 も し大 学 の ポス トが なけ れ ぽ 、 政府 の仕 事 につ き ま した 。 しか
し、今 日、 日本 は経済 強 国に な り、 日米 関係 は前 ア メ リカ大使 マ ンスフ ィー
ル ドの言 う よ うに 、 「世 界 に お け る最 も重 要 な二 国 関 係 」 に あ ります 。
した が っ て 、多 くの人 が ビジ ネ ス と 日本 研 究 を結 び つ け て考 え ます 。
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「名 簿 」 編 集 のた め に 発 送 した ア ン ケ ー トに 、 日本 を 専 門 あ る い は 、 日
本 に強 い関 心 の あ る者 と して リス トに 載 せ て も ら うた め にわ ざわ ざ 回答
を 寄 せ た 弁 護 士 の数 が 大 変 多 い の に 驚 か され ます 。 弁 護 士 が3ペ ー ジ に
及 ぶ の を ご覧 下 さい[資 料1]。(私 が この二 つ の 名 簿 を 受 け 取 っ た の
は 日本 へ 来 る2、3週 間 前 で あ り、 飛 行 機 で持 っ て来 るには 重す ぎるの で、
発 表 の た め に リス トだ け を 大 急 ぎで用 意 しなけ れ ぽ な らなか った こ とを
認 め な け れ ば な りませ ん 。)こ の 弁護 士 の リス トは 「名 簿 」 の 日本 専 門
家 全 体 の僅 か4.3パ ーセ ソ トで しか な い と編 集 者 は 指 摘 して い ます が 、
30年 以 上 こ の道 にあ って そ の 発 展 を 見 て きた私 は 、そ の数 の多 さ に驚 か
な い 訳 には い き ませ ん 。
も う一 つ の重 大 な 発 展 は 、 こ の 分 野 に お け る女 性 の数 で す 。 これ は
1960年 よ り後 の傾 向 と言 え るか も知 れ ませ ん 。1940年 に 出版 され た 前 田
多 門 の 論 文 には 、2人 の 女 性 の 名 が あ げ られ て い ま す 。 寿 恵 村 の 研 究 を
す る夫 に つ い て 来 たJohnEmbree夫 人 とMrs.SheldonCovellとFlorence
Walneで あ ります 。 前 田多 門 が あ げ た ア メ リカに おけ る 日:本専 門 家 の 数
の少 な さを 考>xる と、 これ は 「数 多 い 」 か も しれ ませ ん 。 しか し、 も し
数 の影 響 に つ い て語 るな ら戦 後 か ら始 め な けれ ぽ な りませ ん 。戦 後 の最
初 の女 性 学 者 の 中に は 、EvelynColbertが い ます 。1918年 生 ま れ で 、 日
本 の左 翼 政 治 につ い て 書 き、EleanorHadley(1916年生 ま れ)は 、 財 閥
解 体 に つ い て 書 き ま した 。 そ して も ち ろ んr菊 と 刀 』 を 書 い たRuth
Benedictが い ます 。 こ の三 つ の 作 品 は す べ て ア メ リカ 政 府 の仕 事 を して
い る間 に行 った 研 究 に 基 づ い た も ので す 。3人 と も 日本 語 を 話 した り書
い た りで き ませ ん で した 。 しか し次 の 世 代 に1926年 生 ま れ のBarbara
Teters、1925年 生 まれ のJoyceLebra、HazelJonesがい ます 。3人 と も引
退 した か 、引 退 間 近 で す が 、い ず れ も 日本 語 が で き ます 。 とい うこ とは
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彼 女 た ち は大 学 で訓 練 を 受 け た の で す 。 私 が用 意 し た3ペ ー ジの リス ト
を ご覧 に な る と 、現 在 活 躍 して い る女性 は1930年 代 後 半 か ら1940年 代 初
め の生 まれ であ る こ とが お 判 りに な るで し ょ う[資 料2]。 ほ と ん ど全
員 が 日本 語 が で き る と思 い ます 。 女 性 が だ んだ ん多 くな る傾 向 は続 くで
し ょ う。 とい うのは 、 「名 簿 」 に あ る専 門家 の4分 の3が 男性 で あ る の に
対 して 、現在 の博 士 課 程 の大 学 院 生 の お よそ 半 数 が 女 性 だ か ら です 。
(こ こで も私 の リス トは 完 全 な もの で は あ りませ ん 。 文 学 ・ 日本 語 ・言
語 学 ・図 書 館 学 は 含 まれ て い ませ ん 。 も し含 め て いれ ぽ も っ と多 くな っ
た で し ょ う。)
も う一 つ 重 大 な 特 徴 は 、 日本 生 まれ の専 門 家 の数 です[資 料3]。 こ
こで も また 日本 語 を 教>xて い る人hと 、 図書 館 関 係 者 、 お よび 文 学 は 私
の リス トに は 入 って い ませ ん 。 前 田 の論 文 を ご覧 に な る と、 日本 生 まれ
の学 者 が ア メ リカに お け る初 期 の 日本 研 究 に重 要 な 役 割 を 果 た した こ と
が お 分 か りで し ょ う。 これ は 、 前 田 が指 摘 す る よ うに 「昔 の ア メ リカの
学 者 のほ とん どが 日本 語 を読 め な か った 」 ので す が 、 これ に は 著 名 な 政
治 学 者Kennethcolegrove、HaroldQuigleyが含 まれ ます 。 しか し彼 らは
日本 語 が 読 め な い に もか か わ らず 、優 れ た 研 究 を した の で す 。 現 在 、 日
本 生 まれ の 学 者 は ア メ リカの い た る とこ ろに お り、 そ の 数 は 驚 くほ どで
す 。 日本 生 まれ の学 者 の リス トを ご覧 に な る とほ とん どが1930年 代 生 ま
れ で あ る こ とが お判 りで し ょう。 これ は彼 らが1950年 代 か ら1960年 代 に
ア メ リカに 来 た こ とを 意 味す る と思 い ます 。 彼 らの ほ とん どは よ くや り
ま した 。 学 科 長 ・学 部 長 ・研 究所 長 ・教 授 にな って い る こ とに ご注 目下
さい 。 これ は 資 格 と能 力 が あれ ば 、 日本 人 でな い同 僚 の推 薦 に よ って 普
通 に 昇 進 す る こ とが で き る こ とを示 す もの であ る と思 うので す 。 ご覧 の
とお り、1930年 代 生 まれ は 大抵 は教 授 で、1940年 代生 まれは助 教授 に な っ
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て い ます 。 私 が この 点 を強 調 した の は 、数 年 前 、あ る ア ジ ア系 の学 者 た
ち が ア ジア 系 学 者 に対 す る偏 見 と戦 お う と した 事 が あ るか らで す 。 しか
し、 この リス トを 見 る とそ れ ほ ど差 別 され た とは 認 め られ ませ ん。また 、
東 洋 人 の 日本 研 究 者 の名 前 を ピ ック ・ア ッ プ して いた 時 、 も う二 つ の ポ
イ ン トに気 が 付 き ま した 。 第一 は 、 か な り多 数 の 日本 生 まれ の 学 者 が 経
済 学者 で あ る こ とで す 。第 二 に 、 日本専 門家 と して リス トされ てい る韓
国 、朝 鮮生 まれ の 学者 に政 治学 者 が 多 い の です 。た だ し、そ の 理 由は 判
りませ ん 。
先 に 述 べ た 事 の す べ て が ア メ リカに お け る 日本 研 究 の重 要 な 点 に関 係
が あ ります 。 とい うの は 、 日本 研 究 は 日が浅 い の です 。 前 田多 門 が 太 平
洋 戦 争 前 に 、 日本 研 究 で は ドイ ツ とイ ギ リス が ア メ リカ に先 行 して い る
と書 い た の で す 。 そ して この分 野 が い か に 日が浅 いか は 、 ア メ リカ に お
け る先 駆 者 が まだ 存 命 中 で あ り、 我 々の 中 に は こ の先 駆 者 の下 で学 んだ
者 が 大 勢 い る こ とか ら も分 か ります 。 例 え ば 、私 は前 田 が 「日本 研 究 に
新 しい 夜 明 け を もた らす 若 く頭 脳 明 晰 な 学 者 」 と述 べ た2人 、Serge
ElisseffとEdwinO.Reischauerの下 で 学 び ま した 。 有 名 な エ リセ ブ家 の
デ リカテ ッセ ンは まだ モ ス ク ワに あ ります 。 そ して彼 の 息子 は フ ラ ソス
で 日本 専 門 家 に な った と聞 い て い ます 。 私 は また 、前 田 が リス ト ・ア ッ
プ したCharlesB.Fahs、ChitoshiYanaga、RyusakuTsunodaのよ うな学
者 に も会 っ て い ます が 、 今 は み な 故 人 で す 。 そ し て 、HughBortonに も
何 回 か 会 い ま した が 、彼 は ア メ リカに は 日本 研 究 の博 士 課 程 が な か った
ので 博 士 号 を取 るた め に オ ラ ンダ の ライ デ ンに 行 か な け れ ぽ な りませ ん
で した 。 彼 はJohannesRahderの 下 で 学 び ま した 。Rahderは1898年 生 ま
れ で 、 しば ら くハ ワイ大 学 で 教 え てい ま した が 、 まだ ア メ リカで健 在 で
す 。 未 亡 人 の ジ ョ ソ ・エ ソブ リー夫 人 は 再 婚 し、 ホ ノル ル 郊外 に 住 ん で
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活 躍 して い ます 。 ジ ョソ ・エ ソ ブ リー と滞 在 した 寿 恵 村 で取 った ノ ー ト
を 基 に した 本r寿 恵 村 の 女 た ち 』 を1982年 に出 版 し、高 い評 価 を 受 け ま
した 。 この 分野 の若 さ を示 す も う一 つ は 、前 田多 門 は 故 前 田陽 一 の 尊 父
であ り、 日米 関係 の権 威 で あ る イ リエ ・アキ ラ氏 の 夫 人 は 前 田陽 一 さん
の娘 さん です 。
ア メ リカ の 日本 研 究 が始 ま ったぼ か りの頃 、 悲 劇 に 見 舞 わ れ ま した 。
優秀 な 先駆 者 が3人 、悲 劇 的 な死 を とげ た の で す 。 最 初 は ロバ ー ト ・ラ
イ シ ャ ワー で 、彼 はEdwinの 兄 に あた ります が 、 勉 強 旅 行 で 上 海 に い ま
した 。1937年8月14日 、 中 国機 が 日本 の軍 艦 を 攻 撃 し、 打 ち 損 ね た 爆 弾
が ライ シ ャ ワーた ち の泊 ま っ ていた ホ テルの近 くに落 ち、窓 ガ ラスが粉 々
に な り、丁 度 フ ロ ン トデ ス クに いた ライ シ ャ ワ ーは 片 方 の 踵 を そ ぎ落 と
され 、 出血 多 量 で死 亡 した の です 。38歳 の 若 さで した 。2人 目は ジ ョソ ・
エ ン ブ リー で 、1950年 の ク リス マ スイ ヴ、 当 時 工 一ル 大 学 で 教鞭 を と っ
て い た エ ンブ リーは 娘 とニ ュー ・ヘ ヴ ンヘ ク リス マス の買 い物 に 出掛 け 、
二 人 と も酔 っ払 い運 転 の車 の犠 牲 に な った の で す 。3人 目がE.H.Norman
です 。彼 はそ の著 書 『日本 近 代 国家 の 成 立 』 に よ り、 日本 研 究 の第 一 人
者 で あ る と未 だ に大 勢 の人hが 考 え て い ます が 、1957年4月4日 自殺 を遂
げ ま した 。 ノ ー マ ンは恐 ら く、 日本 研 究 の 初期 に お け る最 も複 雑 で悲 劇
的 な人 物 で し ょ う。 あ の本 を書 いた と ぎ、 彼 は た ぶ ん 共 産 党 員 で した 。
そ して 『成 立 』 を書 くた め に引 用 した 日本 語 の 第 二 次 資料 さえ 当時 読 め
な か った の です(こ の こ とは ノー マ ンの 信奉 者 で 、 彼 が あ げ て い る 日本
語 の本 を調 べ たRogerBowenが 認 め て い ます)。 更 に ノ ー マ ソは そ の 過
去 につ い て カ ナ ダ政 府;機 関 に問 わ れ た と き、1950年 と52年 、二度 にわ た っ
て嘘 を つ い て い ます 。彼 は本 当 に複 雑 で 、 悲 劇 的 な 人 物 で した 。
ア メ リカ に おけ る 日本 研 究 の 日が 浅 い こ とは 、 統 計 的 に 示 す こ とが で
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き ます 。 生 年,月 日が分 か って い る1145人 の 専 門家 の うち平 均 年 齢 は47歳
です 。65歳 以上 は10%に 過 ぎ ませ ん(言 ってお きますが 、私 は63歳 にな っ
た ぽ か りで す)。 「名 簿 」 の うちほ ぼ3分 の1が35か ら44歳 で 、4分 の1が
45か ら54歳 、5分 の1が55か ら64歳 です 。 「名 簿 」 に あ る9%が35歳 以 下
です 。
統 計 で は 、1960年 代 と1970年 代 の発 展 が 最 大 であ った こ とを 教>xて い
ます 。 これ は 、 ア メ リカ政 府 か ら と民 間 団体 か らの 基 金 が あ った こ とが
大 き な原 因 で した 。 例 え ぽ 、 「名 簿 」 の うち の1420人 が 全 米 で 競 争 の激
しい研 究奨 励 金 、 地 域 あ るい は大 学 レベ ル の賞 与 金 を 受 け ま した 。 ア メ
リカの 奨励 金 の55%が 政府 筋 か ら出 た もの で したが 、 こ の時 代 、 フ ォー
ドの よ うな 民 間 団 体 が 日本 研 究 に 大 きな役 割 を果 た した こ とに 注 目 して
下 さい 。
1960年 以 前 、つ ま り1950年 代 に 日本 研 究 で 博士 号 を 受 け た 者 の 数 は7
人 に1人 以 下 とい う少 な さで した が 、 これ ら の男 性 が こ の 分 野 を 作 り上
げ た とい え ます(男 性 とい う言 葉 を わ ざ と使 うの は 、女 性 が含 まれ て い
ない か らです)。 彼 らの ほ とん どが 、 ア メ リカ陸 軍 か海 軍 の語 学 学 校 へ
行 き ま した(し か し、JohnHall、EdwinO.Reischauer、HughBortonは
行 って は い ませ ん 。 これ は彼 らの年齢 に 関係が あ った と思 い ます)。 行 っ
た人 た ち は優 秀 で した 。彼 らの知 能 指 数 は平 均 よ りず っ と高 い こ とを 証
明 し、生 ま れ つ きの 語学 能 力 が あ るか 、 あ るい はす で に語 学 の訓 練 を 受
け て い な け れ ぽ な りませ ん で した 。 例 え ぽMariusJansenは オ ラ ン ダ語
が 出来 ま した 。 しか し、 これ らの 語 学 学 校 へ 行 った人 た ち の大 半 が 日本
専 門 家 に な らな か った 事 に 注 目 しな くて は な りませ ん 。:LarryOlsonは 、
ボ ール ダ ー コ ロラ ド海 軍 語 学 学 校 の 同 窓 会 に 出席 した ら 、150人 集 ま っ
た 、 た った 「一 握 り」 しか 日本 専 門 家 は い なか った と言 って い ます 。
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1960年 代 に は この1950年 代 の 「一 握 り」 が倍 に な っ て 、324人 が 博 士 号
を 得 ま した 。博 士 号 は1970年 代 が 一番 多 く、405人 で した 。1980年 代 に
は441人 の 博士 課 程 の学 生 が お り、 この うち何 人 が 博 士 号 を 取 るか 分 か
りませ ん が 、数 は安 定 して い る と言 え ます 。 しか し、 日本 関 係 分 野 で働
くた め に 、法 律 の学 位 、 あ る い は ビジ ネ ス ・ス ク ー ル の 大 学 院 の学 位
(M.B.A.)を 取 る人 も考 慮 に い れ る と 日本 専 門 家 の 数 は も っ と多 くな る
か も知 れ ませ ん 。
次 に 、 日本研 究 の学 者 た ち の専 門 につ いて 言>xぽ 、一 番 多 い の が 歴 史
で15.8%、 次 い で文 学 の9.4%と な ります 。宗 教 と 哲 学 が6.2%、 美 術 お
よび 美 術 史 で は それ ぞ れ5.7%で す 。社 会 科 学 では 、政 治 専 門 が8。2%、
続 い て経 済 が6.6%で す 。経 済 学者 の数 が 少 な い こ と に よ り、 日本 生 ま
れ の 経 済学 者 に応 援 を 求 め な けれ ぽ な らない のか も知 れ ませ ん 。 人 類 学
は6.3%で す 。社 会 学 と言語 学 は ず っ と離 れ て3.7%と な っ てい ます 。
統 計 は ほ ん の骨 格 を示 す だ け で す 。 です か ら、私 が 一 番 よ く知 って い
筍二 つ の 分野 、歴 史 学 と政 治 学 の 「系 図」 を 作 っ てみ ま した。歴 史 では 、
は じめ は二 つ の大 学 、 ハ ー バ ー ドと コ ロ ソ ビアが そ の専 門 家 を 養 成 しま
した 。 私 は ハ ーバ ー ドに 限定 して 話 した い と思 い ま す 。 た だ し、 この
「系 図 」 に つ い て言 っ て お くべ き こ とは 、第 一 に 「系 図 」 に あ る1人1人
に手 紙 を 書 い た り彼 ら と直接 に話 す機 会 が な か った の で 、誤 りが あ る危
険 が 大 きい とい う こ とで す 。 です か ら、私 の作 った 「系 図」 は 完 全 な も
の で は な く、 か な りの誤 りを 含 ん で い るか も知 れ な い こ とを承 知 して い
た だ き ます 。第 二 に 、 「系 図 」 は 統計 よ りま しです が 、 それ で もい か に
怪 しい ものか 示 す こ とが で き ます 。 ライ シ ャ ワー は1939年 に ハ ーバ ー ド
か ら博 士 号 を も ら って い ます 。 ノ ーマ ソは1940年 です 。彼 は 、博 士 号 を
取 るの に論 文 は提 出 し ませ ん で した。後 に 『日本 近代 国家 の成立 』 とな っ
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た校 正 済 み原 稿 を提 出 した の です 。 ハ ーバ ー ドで は これ が認 め られ て い
ま した 。 しか し、 この 「系 図 」か らは ノーマ ソが ハ ーバ ー ドか らマス タ ー
を得 た後 に 、 コ ロ ソ ビア大 学 に博 士 課 程 の学 生 と して 登 録 し、 彼 の 『日
本近代 国家 の 成立 』の原稿 は第一 次 資料 を使 わなか った とい う理 由で ヒュー
・ボ ー トソが 通 さな か った とい うこ とは分 か りませ ん 。 も う一 つ 、 い か
に 「系 図 」 だ け で は 間違 いや す いか とい う例 と して、戦争 直後 に ハ ーバ ー
ドで歴 史 の 学 位 を 得 た とい うこ とだ け で ライ シ ャ ワ ー の 学 生(教 え 子)
と結 論 づ け る こ とで す 。1972年 に 出版 され た ライ シ ャ ワーの 論 文 集 の 寄
稿者 に は 、 ホ ール 、 ス ミス ・ナ ジ タ 、 トッ トマ ン ・ク レイ グ、 サ カイ ・
ジ ャ ンセ ン、 イ リエ ・ ドゥー ズ 、 ウ ィル ソ ソ ・アキ タが 歴 史 学 者 と して
載 って い ます 。 この グル ー プの 中 で 、 ホ ー ル ・ク レイ グ ・アキ タが ライ
シ ャ ワ ーの 直 系 で、 歴 史 お よび 東 洋 語(HistoryandFarEasternLangu-
ages)の 学 位 を得 て い ます 。 ス ミス ・サ カ イ ・ジ ャ ンセ ンは 歴 史 学 だ け
の学 位 で す 。 ス ミスに つ い て は確 か で は あ りませ んが 、サ カ イ とジ ャ ソ
セ ンは 、 ラ イ シ ャ ワー よ りジ ョン ・フ ェア バ ソ クの方 に よ り多 く指 導 を
受 け 、彼 ら の博 士 論 文 は 中 国 に 関 連 した もの です 。 イ リエ は フ ェアバ ン
クに 多 く指 導 を受 け 、 ライ シ ャ ワーに は そ れ ほ ど指 導 を受 け な か った で
し ょ う。 ナ ジ タ ・ トッ トマ ン ・ウ ィル ソソ ・ドゥー ス は ライ シ ャ ワ ーの
下 で 始 め た の です が 、 ライ シ ャ ワーが 大 使 とな って か らは 、 ク レイ グの
下 で 勉 強 を 終 え ま した 。 オ ール ソ ソの主 任 教 授 は確 か に ライ シ ャ ワーで
した が 、 フ ェアバ ン クの方 に 近 い と感 じて い る と私 に 話 しま した[資 料
4]。 そ の理 由 は 、 当時 ライ シ ャ ワー夫 人 は長 い 間病 床 に あ り、 ライ シャ
ワーは 育 ち盛 りの子 供 の面 倒 を 見 る た め に大 学 か ら急 い で 家 へ 帰 ら な く
ては な ら な か った か らです 。 日本 へ 研 究 に さ え来 ら れ な か っ た の で す 。
です か ら 、1955年 最 初 の夫 人 の死 後 に 日本 へ 来 た の は 、戦 争 直 後 の短 期
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間 の 滞 在 を 除 け ぽ戦 前 以 来 とい うこ とに な ります 。 この よ うに 日本 との
接 触 が な か った の で 、 ライ シ ャ ワーは 私 に 日本 の 教 授 へ の 紹 介 状 を1通
も書 い て くれ な か った とい う訳 で す 。 結果 的 に は 、 これ が 幸 い で した 。
私 は 東 京 で1人 で 研 究 した り書 い た りしな くて は な ら な か った の で 、 戦
後 の 日本 の 人 文 科学 に 色 濃 い マル キ ス トの影 響 を避 け る こ とが 出来 た か
らで す 。
政 治 学 の 系 図 に よる と 、三 つ の重 要 な セ ソタ ー に 、 コ ロ ン ビア ・ミシ
ガ ソ ・バ ー ク レーが あ ります[資 料5]。 幸 い 、 私 は 今 月 初 め 東 京 に 滞=
在 して いたChalmersJohnsonに バ ー ク レーの 「系 図」 を チ ェ ッ ク して も
ら い ま した 。 こ うした こ とは 必 要 な の です 。文 学 や 人 類 学 の系 図 、 また
そ の他 の分 野 の 系 図 を 作 っ て も面 白い で し ょ う。
さて 、 こ の講 演 を 、 一 つ の現 象 と二 つ の傾 向 を論 じて終 え る こ とに し
た い と思 い ます 。 現 象 と い うのは 、 私 が 「将 軍 現 象 」 と呼 ぶ も の で す 。
1980年 の秋 、NBCテ レ ビがJamesClavellの 小 説 、 『将 軍 』 を も とに した
テ レ ビ ドラ マを 放 映 し ま した 。1億2500万 人 の人 々 が この5回 の連 続 ドラ
マを 観 た とい わ れ ます 。 こ の後 でペ ーパ ー・ミッ クで 出 た 本 が1か 月 に300
万 冊 も売 れ た の で す か ら 、 テ レ ビの影 響 力 はた い した もの です 。 あ る著
名 な テ レ ビ評 論 家 が 、 二 つ の こ とを 指 摘 して い ます 。 そ の一 つ は 、少 な
く とも彼 には 、 『将 軍 』 は 、 「日本 の文 化 ・こ とぽ ・伝 統 に 関 して は 、
ア メ リカ大 衆 の東 洋 に 対 す る偏 見 の最 後 の名 残 を取 り去 った よ うに見ax
る」 とい うの です 。 も う一 つ は 、 「ア メ リカの 大学 に ア ジ ア研 究 と 日本
語 課 程 につ い て の問 い 合 わ せ が驚 くほ ど増>xた 」 ことです 。この波 に の っ
て ・・一バ ー ドの博 士 で 現 在 コ ロ ソ ビアに い るHenryB.Smithは 素早 く、
「将 軍 か ら学 ぶ一 一 日本 歴 史 と西 洋 の フ ァソ タ ジ ー」 を1980年 に編 集 し
ま した 。r将 軍 』 が 影 響 を及 ぼ した こ とは 確iか で す が 、 どれ くらい の 影
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響 な の か 言 うの は 難 しい事 です 。 しか し、 こ の学 期 だ け で も、 私 の 大 学
の 日本 史 の 大 学 院 に応 募 した 学 生 の1人 が は っ き りと、 テ レビのr将 軍』
に影 響 を受 け た と申請 書 に書 い て い ます 。 また 今 年 の6月 ハ ワイ 大 学 で
マ ス タ ー を取 り、博 士 課 程 に進 む 学 生 は あの テ レビ ・シ リーズ で 日本 研
究 に興 味 を 感 じる よ うに な った と言 っ て い ます 。 で す か ら、20歳 代 で 同
じ よ うに影 響 を受 け た人 た ちが 大 勢 い る可 能 性 が大 い に あ ります 。 この
現 象 の追 跡 調査 を して行 くのは 興 味 深 い で し ょ う。
とこ ろ で第 一 の傾 向 とい うのは 、最 近 博 士 号 を取 った 人hや 、 彼 らの
教 授 た ち の 中 に 「新 しい 歴 史(ニ ュー ・ヒス トリー)」 に 関 心 が あ る 人
た ちが い る こ とです 。 こ の傾 向は シ カ ゴ大 学 の 日本 専 門 家 とそ の学 生 た
ち に最 も よ く見 られ る の です が 、 彼 らに 限 った こ とで は あ りま せ ん 。 こ
の ニ ュー ・ヒス ト リーが 顕 示 す る事 の 一 つ に 、政 治 エ リー トとそ れ を研
究 す る歴 史 家 に対 す る攻 撃 と、 歴 史 を 「卞 か ら」 眺 め よ う とす る姿 勢 、
つ ま り、 抑 圧 され た人 々 ・貧民 ・棄 民 ・小作 人 ・都 市居 住者 ・無 頼 の徒 ・
政 治 的 過 激 論 者 の立 場 か ら歴 史 を 眺 め よ うとす る姿 勢 が あ りま す 。 日本
研 究 の分 野 で は 、 こ う した 関 心 は 徳 川 お よび 明治 時 代 の 小作 制 度 に 関す
る一 連 の 本 の 出版 を もた ら しま した 。 そ の 中 に は 、HerbertBix(博 士
号 、 ハ ーバ ー ド、 マ ルキ ス ト)のPe龝antProtestsinJapan,1590-1884
とStephenVlastos(博 士 号 、 カ リフ ォル ニ ア大 バ ー ク レ ー)のPeasant
ProtestsandUprisingsinTokugawaJapan、AnneWalthall(博士 号 、
シ カ ゴ大)のSocialProtestandPopularCulturein18thCenturyJapan、
RogerBowen(博 士 号 、 ブ リテ ィ ッシ ュ コ ロ ソ ビア)のDemocracyand
RebellioninMeijiJapanがあ ります 。Bowenは 最 近 、E.H.ノ ー マ ン を
肯 定 す る本 も2冊 出 して い ます 。 暗 黒 の歴 史 を 強 調 す る の は 何 も年 齢 の
な せ る業 で は あ りませ ん 。 この ジ ャ ソル で一 番 多 作 のMikisoHaneは 私
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よ り年 上 で す 。 彼 は1982年 にPeasants,RebelsandOutcastes、そ して
1988年 にReflectionsontheWaytotheGallows:RebelWomeninPrewar
Japanを 出 して い ます 。 しか し、小 作 人 に つ い て書 い た り、 下 か らの 歴
史 を書 く人 々が す べ て 「ニ ュー ・ヒ ス トリー」 の観 点か らそ うした とい
う意 味 で は あ りませ ん 。NeilWaters(St.LawrenceUniv.)は川 崎 地 域
につ い て の本 を 出 しま した が 、そ の主 旨は 「川 崎地 方 に は何 も起 こ らな
か った」 とい う もの です 。 また1.C.U.のWilliamSteeleは 明 治 時 代 の 茨 城
県 に つ い て 同様 の議 論 を述 べ た論 文 を 発 表 して い ます 。 「何 も起 こ らな
か った 」 と述 べ て 、 この2人 の学 者 が 強 調 して い るの は 、 「紛 争 」 「弾
圧 」 が地 方 史 を見 る唯 一 の方 法 で は ない とい うこ とで す 。
この 主題 に 関す る も う一 つ の 重 要 な研 究 は 、WilliamKellyに よ る も
の で す 。彼 はDeferenceandDefiancein19thCenturyJapanを1985年、に
書 き ま した が 、 そ の 中 で支 配 者 と被 支 配 者 との 関 係 と、 両 者 の 間 の 紛争
解 決 は 、 支 配 者 が一 方 的 に 力 を行 使 す る とい う一 方 通 行 で は な い こ とを
指摘 して い ます 。
自作 農 ・小 作 農 に 関 す る も っ と肯 定 的 な見 方 、 す な わ ち彼 らが 積 極 的
に 自己 改 善 を 試 み 、 そ れ に 成 功 した と い う見 方 がRichardSmethurstの
AgriculturalDevelopmentinPre-WarJapan,1870-1940(1986年出版)と
PenelopeFrancksのTechnologyandAgriculturalDevelopmentinPre-War
Japan(1984年 出版)に 見 られ ます 。 前 に述 べ た 題 名 に は"protests""up-
rising""rebellion"な ど があ る こ とに 注 目 して下 さ い。
シ カ ゴ学 派 の最 大 の 影響 は ア メ リカの 日本 思想 史 家 の 間 に見 られ 、彼
らは 、 テ キ ス トを解 読 す る の です 。 つ ま り、文 献 を歴 史 の 中 で と らえ よ
う とせ ず 、作 者 がそ れ を通 じて何 を 意 図 した の かを知 ろ うとす るのです 。
正 直 に 申 します と、私 は何 が起 こっ てい るの か本 当 に 分 か らな い の です
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が 、 あ る若 い ア メ リカの 思 想 史 家 が 言 うに は 、 「今 、 ア メ リカ の 日本 研
究 で は 、徳 川 思 想 史 の 分野 に お い て一 番 面 白 い研 究 が な され て い る」 そ
うで す 。 この 同 じ学者 は 、 「日本 の学 者 か ら学 ぶ こ とは 何 もな い 」 と言
い ます!こ の 分 野 の リー ダー は シカ ゴ大 のHarryHarootunianとTetsuo
Najitaで す 。 彼 らの第 一 の 弟子 がHerbertOomsで 、 現 在 、 カ リ フ ォル ニ
ア大 バ ー ク レー校 に い ます 。 この方 法 は 、 シカ ゴ大 出 身 者 に も思 想 史 に
も限 った こ とで は あ りませ ん 。NormaField、KevinDoakのよ うな 文 学
の連 中 に も好 まれ て い ます 。 この 「ニ ュー ・ヒス トリー」 を 日本 専 門 家
が 取 り上 げ て い る現 在 、他 の専 門 の歴 史 家 、つ ま りア メ リカ ・ヨ ー ロ ッ
パ の歴 史 の 専 門家 た ち は 、 ニ ュー ・ヒス ト リーは も う時 代 お くれ と して
い る の です 。つ ま り、 ク リオ メ トリ ッ クス ・社 会 史 ・歴 史 心理 学 が 騒 が
れ た 第 二 次 世 界 大 戦 直 後 にそ れ は ア メ リカ でス タ ー トしま した が 、今 日、
ア メ リカに おけ る ア メ リカ史 、 ヨ ー ロ ッパ 史 の 専 門 家 の 間 で は 、 この
「新 しい方 法 」 を基 に した 歴 史 研 究 の新 時 代 が 訪 れ る とい う約 束 は 果 た
され ず 、そ して 「オ ー ル ド ・ヒス トリー」 が 戻 って きて い る と一 般 的 に
考,xら れ て い ます 。 こ の よ うに 、ア メ リカ史 研究 者 と日本研 究 の ニ ュー ・
ヒス トリー に携 わ る者 との間 に は 時 代 差 が あ るの です 。二 つ 目の結論 は 、
ア メ リカの 日本 歴 史 家 が 用 い る ニ ュー ・ヒス トリー に は 「流 行 を 追 う」
要 素 が あ る とい うこ とです 。Harootunianが1960年 代 後 半 に 「歴 史 心 理
学 」 に 深 い 興 味 を持 っ てい た こ とを 私 は 知 って い ます が 、彼 は も うこれ
に つ い て は 語 りませ ん。 そ の か わ り彼 はLevi-Straussの 「構 造 主 義 」 に
移 り、 そ れ か ら 「ポ ス ト構 造 主 義 」 、 「デ ィス コ ース」へ と移 りま した 。
そ して 先 日 ア ジ ア研 究 学 会(AsianStudiesConference,1989)に出席 した
あ る人 か ら私 が 聞 いた 報 告 に よ ります と、 意 味 は ど うで あ れ 、 今 は 「ナ
ラテ ィヴ」(narrative)が キ ー ワー ドだ そ うで す 。 私 が 指 摘 した い3番 目
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の ポ イ ン トは 、1987年1月25日 付 け 「東 京 新 聞」 か ら 引 用 し ます 。 これ
は ボ ス トンの シ ン ポ ジ ウ ムで 発 表 され た 論 文 の 翻 訳 を 論 じた も の で す
(同 じ よ うな シ ソポ ジ ウ ムが 先 に 立 教大 学 で 開 かれ た と 思 い ます)。 翻
訳 され た もの の タ イ トルはr現 代 思 想 、 日本 の ポ ス トモ ダ ン』1987年 出
版 です 。批 評 の一 部 は 次 の よ うに述 べ て い ます 。
「しか し、本 家 の構 造 主 義 者 に比 べ る と、 や っぽ り 『知 的水 準 』 は低
いね 、 日本 の思 想 史 を トー タ ルに 理 解 して い な い の で 、 ポ ス ト構 造 主
義 を うま く適 用 で き な い のだ 。い や 、 ポ ス ト構 造 主 義 の理 解 自体 もあ
や しい 。 … …米 国は も っ と優 秀 な 人 間 を ジ ャパ ノ ロ ジス トと して養 成
しな けれ ぽ 、本 当 に 、 『没 落 』 して しま うと、他人 事 なが ら心 配 に な っ
て しま った」
悲 しい こ とな が ら、 私 は この批 評 に 同意 し ます 。 この 種 の方 法 と して
極端 な例 を一 つ 挙 げ ま す が 、 今 度 は 文 学 で す 。 あ る博 士 課 程 の学 生 が
『源 氏物 語 』 の 中 の た った一 つ の パ ラグ ラ フを 取 り上 げ 、 博 士 論 文 全 体
を 構造 主義 的方 法 でそ の一 つ の パ ラグ ラ フの 原 典 批 評 を した だ け で 、 学
位 を取 りま した 。 この 種 の 流行 の方 法 を 若 い 学 者 に 勧 め るの は 、 た め に
な らな い と思 い ます 。 な ぜ な ら、一 度 流 行 が 去 らて しま った ら彼 らは ど
うな るの で し ょ う。
も う一 つ の傾 向 も悲 しい もの です 。 日本 叩 き です 。 テ レ ビ評 論 家 が ア
ジ ア人 、 日本 人 に 対 す る偏 見 は 過去 の もの で あ る と1980年 に書 い た ぼ か
りで あ る こ とを 思 い だ して頂 きた い の です 。 だ か ら私 は 「流 行 を 追 う こ
と」 や 「トレ ソ ド、傾 向」 には 懐 疑 的 な の です 。私 は こ こで ア メ リカ の
政 治 家 や ビジ ネ ス マ ソが 日本 の経 済 慣 行 を攻 撃 して い る こ とを 言 って い
る の で は あ りませ ん。 あ る 日本 を 専 門 とす る学 者 や ジ ャ ー ナ リス トが 、
「日本 を専 門 とす る ほか の学 者 が 日本 の 政 府 、 財 団や企 業 か ら金 を もら っ
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て い るか ら、 日本 に つ い て好 意 的 な こ とを書 いた り、都 合 の 悪 い こ とを
書 か なか っ た りす る」 と、 言 って い る こ とにつ い て 話 して い る の で す 。
この傾 向 を理 解 す るた め に まず 、1970年 代 半 ぽ に 話 を 戻 し ます 。1975
年 、 バ ー・ミー ドの博 士 で 、 当時 ウ ィス コ ンシ ソ大 のJohnW.Dowerが ノー
マ ン著 作 集 を編 集 し、 そ れ に長 い序 文 を付 け ま した 。 彼 が つ きつ け た 最
大 の起 訴 状 とい うの は 、Reischauer、Hall、Jansen、HθnryRosovsky、
RobertBella、 つ ま り日本研 究 を代 表 す る人 々が ア メ リカ の 財 団 や ア メ
リカ政 府 とタ イ ア ップ して冷 戦 の 中 で の ア メ リカ政 府 の 外 交方 針 を宣 伝
した 、 とい うもの です 。 つ ま りこれ は ア メ リカの 日本 専 門 家 を 通 して ア
メ リカ政 府 を 叩 い て い る の です 。言 うま で もな く、Dowerは これ ら の 日
本 専 門家 を も猛 烈 に批 判 を して い る の です 。今 度 は 、1980年 代 に ア メ リ
カ の 日本 専 門家 が 日本 の財 団 ・企 業 ・日本 政 府 か ら援助 を 受 け て 、 日本
の貿 易 経 済 政 策 の立 場 を 「支 持 して い る」 と して 、 ア メ リカの 日本専 門
家 の非 難 を 通 して 日本 叩 き に 出 て い る の で す 。 例 え ぽ 、IvanP.Hall
(・・一・ミー ド博 士)は か つ て筑 波 大 学 の教 授 で した が1987年7,月4日 付 の
「ウ ォー ル ス ト リー トジ ャー ナ ル」 に こ う書 いて い ます 。 「欧 米 間 の 思
想 の交 流 と は違 い 、 日米 間 の対話 は互 い の国 の専 門家 で あ る少数 の グル ー
プ の 日本 人 とア メ リカ人 に よっ て決 め られ る こ とが 多 い 。 … … この 少 数
の学 者 ・ジ ャー ナ リス ト ・外 交 官 が 対 話 を 日本 よ りに 曲 げ て い る… … 昨
日の ア メ リカ の ジ ャパ ノ ロジ ス トは今 日の 『ジ ャパ ナ ポ ロ ジス ト、 つ ま
り日本 弁 護 人 』 とな って い る」 。彼 は次 に以 上 述 べ た こ と と金 との つ な
が りにつ い て 、 ハ ーバ ー ドの社 会 学 の博 士 号 と法 学 の 学 位 を 持 ち 、 ア メ
リカ政 府 通 商 代 表 部 の 日本 部 長 で あ る グ レ ソ ・フ ク シ マが 国 際 文 化 会 館
で した ス ピー チ で述 べ た 言 葉 を引 用 して い ます 。 「ア メ リカの 日本 専 門
家 は一 方 的 に肯 定 的 に な る とい う奇 妙 な傾 向に 気 が 付 くが 、 これ は も し
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外 人 で 日本 人 に 対 して あ ま り批 評 的 で あ る と、 情報 源 ・資金 ・友 人 が な
くな っ て しま うか らだ 」 と言 うの で す 。
攻 撃 は ア メ リカ の 日本 専 門 家 に だ け 向 け られ た もの で な い こ とは お判
りと思 い ます 。IanBurumaは 国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ーを 攻 撃 した も
の を書 き 、 これ に 対 し て梅 原 所 長 が 「中 央 公論 」1987年8月 号 に 反 論 を
出 しま した 。 アイ バ ン ・ホ ー ル、 フ ク シマ 、 ブル マ の 「論理 」に よる と、
私 が 今 日こ こに 出 席 して い る こ と と、 日本近 代 政 治 史 に 対す る私 の 「肯
定 的 」 解 釈 か ら、 私 はfJapanapologist」(日本 弁 護 人)と い う非 難 を
受 げ る で あ りま し ょ う。 なぜ 私 が こ うい うか と言>xぽ 、 ご く最 近 あ る立
派 な大 学 の 日本 専 門 家 が 、 これ も 同 じ く立 派 なJournalofAsiaStudies
に 、私 は ライ シ ャ ワー の 「名 代 」 であ り 「筆 記 者 」 で もあ る と書 い たか
らです 。 これ は 、 ア メ リカ に おけ る 日本 専 門家 の ご く少 数派 に あ る恥 ず
べ き感 情 主 義 と学 者 と して の冷 静 さの 欠 如 の一 つ の 例 で あ ります が 、私
はや や 僻 ん で い るか も知 れ ませ ん!
この発 表 を 、第 三 の傾 向 を述 べ て終 え る こ とに した い と思 い ます 。 こ
の2、3年 は博 士 号 を持 った若 い人hに と って 、 日本 研 究 に お け る職 探 し
とい う意 味 で は 、 良 い年 に な る で し ょ う。 そ の 一 つ の理 由 は去 っ て行 く
人 々 が あ る とい う こ とです 。 ア メ リカに お け る 日本 研 究 の 草分 け で あ る
陸軍 や海 軍 で教 育 を受 け た人 々 、第2次 世 界 大 戦 直 後 に博 士 号 を 取 った
人hの ほ とん どが60歳 を過 ぎ、 ライ シ ャ ワー ・ホ ール ・ トー マ ス ・ス ミ
ス な どは70歳 を過 ぎ て い ます 。 ほ とん どは 引 退 した か 、 ま さに 引退 寸 前
に あ ります 。 この傾 向 は 日本 研 究 に限 った も ので は あ りませ ん 。 これか
らの10年 間 は あ らゆ る 分 野 で 多 くの教 授 た ちが 引 退 して い くで し ょ う。
あ る資料 に よる と、 カ リフ ォル ニア州 だ け で も 、総 合 大 学 と単科 大 学 で
この10年 間 に2万 人 の新 しい 教授 陣 が 必 要 とな る と して い ます 。 そ の 他
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の理 由 としては、 日本 に対す る関心 の増大があ ります。日本は大国です。
昭和天皇 の葬儀 に出席 した各 国元首 の数を ご覧下 さい。 日本 叩きも 日本
の重要性 を示す一例 で もあ ります。 日本に対す る関心 がなけれぽ 叩 くこ
ともないで し ょう。従 って、以前は 日本専門家のいなか った多 くの機 関
が、 日本専 門家を探 しています 。例 えぽ私は フロ リダ ・ア トラソテ ィ ッ
ク大学 な ど一度 も聞いた ことが あ りません。エモ リー大学 は南部 の最 重
要拠点 め一 つであ るア トランタに所在 して いる重要な大学 です 。 日本研
究において職 の需要 がある傾 向は続 くよ うに私は思い ます 。そ して これ
は 日本研究 に関心のある我h全 員 に とって 良い ことです。
(1989年6,月)
参考文献 目録
1. Japanese Studies in the Universities and Colleges of the United States 
  (Institute of Pacific Relations, New York, 1935), based on a 1934 study 
  by Professor Yasaka Takagi. 
2. Japanese Studies in the United States (S.S.R.C.-A.C.L.S. Joint Commi-
 ttee on Japanese Studies, New York, 1970), from a 1969 study by Pro-
 fessor John W. Hall. 
3. CULCON Report on Japanese Studies at Colleges and Universities in the 
  United States in the Mid-1970's, published in 1977, based on a 1976 sur-
 vey by Elizabeth T. Massey and Joseph A. Massey. 
4. Japanese Studies in the United States, the " Amagi Report" ( Japan 
 Foundation, 1977), based on a report by the survey mission of the Japa-
 nese Government to the United States, headed by Amagi Isao. 
5. Japanese Studies in the United States: The 1980's (Japan Foundation, 
 1984), based on a 1983 survey, Joint Committee on Japanese Studies of 
 the American Council of Learned Societies and the Social Science Resear-
 ch Council. 
6. Japanese Studies in the United States, Part : History and Present Con-
 dition Japanese Studies Series (Japan Foundation, 1988). 
nn
アメ リカの日本研究の第一世代
7. Japanese Studies in the United States, Part : Directory of Japan Speci-
 alists and Japanese Studies Institutions in the United States and Canada, 
 Japanese Studies Series , Vol.: Japan Specialists (Japan Foundation, 
 1989). 
8. Japanese Studies in the United States, Part : Directory of Japan 
  Specialists and Japanese Studies Institutions in the United States and 
  Canada, Japanese Studies Series , Vol.: Institutions and Indexes (Japan 
  Foundation, 1988). 
9. List of contributors of the Kodansha Encyclopedia of Japan. 
10. Maeda Tamon. "New Period of Interest in Japanese studies in the 
  United States Predicted." Pictorial Orient, October 1940.
特別関連資料
1. Passin, Herbert. Encounter with Japan, (Kodansha International, 1982) 
  (World War , United States Army Language Program and participants). 
2. Roger Pineau is now working on a book on World War , United States 
  Navy Language Program and participants. 
3. Goodman, Grant. Amerika no Nippon Gannen, (Otsuki Shoten, 1986) 
  (Personal account of Occupation of Japan experience by Japan speci-
  alist).
聞 き取 り調査資料
1. Mayo, Marlene. Maryland University has been taping participants 
 in the Occupation of Japan. 
2. Akita, George. Approximately 150 scholars on tape.
資料1;弁 護士 と法律
• Alexander, George, b.1931; Yale, 1964; L.L.M. Yale. 
• Ames, Walter, b.1946; Anthro./Law; Harvard, Law. 
• Anawalt, Howard, b.1938; Professor of Law, 1979; Santa Clara. 
• Beer, Lawrence, b.1932; constitutional law; University of Washington, 
 1966; Lafayette College. 
• Birmingham, Hobart, b.1944; Princeton, E.A. Studies, B.A., 1967; Uni-
 versity of Michigan Law, 1971. 
• Bogarty, William, b.1947; Yale, History, B.A. and M.A. Yale, 1972. 
• Brown, Robert, b.1949; J.D., 1974; comparison of Japanese and Ameri-
27
 can legal advisers. 
• Bryant, Tamie, b.1953; Harvard, Law, 1987; U.C.L.A. Law School. 
• Cho Sung-yoon, b.1928; Ph.D. in international law, 1963; lawyer, 
 foreign law specialist, Library of Congress. 
• Clifford, W. "Crime Control in Japan" (1973). 
• Coleman, Rexford Lee. b.1930; Stanford, Law, 1955; Tokyo University, 
 Master of Jurisprudence, 1960. 
• Heinz, David. b.1913; Berline, Law, 1935; Brooklyn Law, 1951. 
• Dixon, Bonnie. b.1955; Law and performing arts, Michigan J.D., 1981. 
• Digby, Matthew. b.1951; Sophia, M.A., 1975; Columbia, 1978. 
• Drabkin, Daved. b.1942; Art History, Yale, Law, 1968. 
• Enomoto, Lawrence. b.1934; Maui; Sophia, 1958; U.H. J.D., 1980; 
 University of Washington, Asian Law, L.L.M., 1986. 
• Fleischman, Roger Justice. b.1934; Harvard, Law, 1959 (Law and Inter-
 national relations). 
• George, B.J.Jr. b.1925; Michigan, Law, 1951; Professor of Law, New 
 York Law School. "Right of Silence in Japanese Law." 
• Golbert, Albert. b.1932; University of Denver, L.L.B., 1956; 
 Michigan, L.L.M. 1964. 
• Goldsmith, Seth B. b.1941; Professor, University of Mass/Amherst; 
 Western New England College, J.D., 1986. 
• Gray, Whitmore. b.1932; Michigan, J.D., 1957; Adrian College, L.L. 
 D., 1980; Professor of law, Michigan Law School. 
• Green, Carl J. b.1939; Harvard, East Asian Languages, B.A., 1961; 
 Yale Law, 1965. 
• Hale, Hunter. b.1946; Columbia, Law, 1972; University of 
 Washington, Asian Law, 1976. 
• Haley, John 0. b.1942; Yale, Law, 1969; University of Washington, 
 L.L.M., 1971; University of Washington, Asian Law. 
• Henderson, Danx Fenno. b.1921; Harvard, Law, 1949; Berkeley, Ph. 
 D., 1955; University of Washington, Asian Law. 
• Huston, John. b.1927; University of Washington, J.D., 1952; 
 New York University, L.L.M., 1955. 
• Hemmendinger, Noel. b.1913; Princeton, History, B.A., 1934; Harvard, 
 Law, 1937. 
• Janisch, Hudson. Chicago, L.L.M., 1965; Chicago, Master of 
28
アメ リカの 日本研究 の第一世代
 Comparative Law, 1963. 
• Janow, Merit. b.1958; Columbia, J.D., 1988. 
• Kuttman, David. b.1942; Chicago, J.D., 1974. 
• Kanowitz, Leo. b.1926; Berkeley, Law, 1960; Columbia, L.L.M., 
 1967; Law, Literature, Anthropology, sociology. 
• Kanter, Richard. Michigan, Law, 1975. 
• Karjala, Dennis. b.1939; Electrical engineering, Ph.D., 1965; Berkeley, 
 J.D., 1972. 
• Knudten, Richard D. b.1932; Yokohama; Sociology, Ph.D.; Professor 
 of Sociology/Criminal Law, Marquette University, Wisconsin. 
• Lepon, Jeffrey M. b.1953; Harvard, B.A. in E.A. Studies, Waseda, 
 1974; Harvard, J.D., 1978. 
• Klauser, Arthur. b.1923; Japanese language certificate, University of 
 Chicago; Japanese history, M.A. University of Michigan, 1948; Yale, 
 Law, 1958. 
• Luney, Percy. Jr. b.1949; Geology; Harvard, Law, 1974. 
• Matsukawa, Michael. b.1947; Kauai; B.A. Oregon, Asian history, 
 1969; J.D., 1974; University of Washington, Asian Law, 1982. 
• Milhaupt, Curtis J. b.1962; investment; Columbia, Law, 1989. 
• Murphy, Timothy J. b.1946; Washington and Lee, J.D., 1970; 
 Harvard, L.L.M., 1976. 
• Oldman, Oliver. b.1920; B.S. in Econ., Harvard, 1942; Harvard, 
 Law, 1953; Professor of Law, Harvard. 
• Ottley, Bruce. b.1947; Iowa, J.D., 1972; Columbia, L.L.M., 1978; 
 1972-1977, Faculty, Papua New Guinea University; judge, Papua New 
 Guinea, Professor of Law, Depaul University. Articles on Japan. 
• Ottley, Younghee Jin. b.1951; Korea; De Paul Chicago, J.D., 1982; 
 L.L.M. Columbia, 1986; Research on commercial law in Japan. 
• Peterson, Robert. b.1942; Math, B.A., 1963; Stanford, J.D., 1966; 
 Oxford University, Law diploma, 1976. 
• Parker, Richard. b.1940; Philosophy; Harvard, Law, 1971; Chicago, 
 Ph.D., 1968. 
• Porges, Amelia. b.1952; Linguistics, 1973; Harvard, Law, 1980; 
 Professor of Law, Georgetown. 
• Pritchett, Russell. b.1951; Northwestern, J.D., 1977; University of 
 London, L.L.M., 1979.
29
• Radin, Rubin. b.1941; Japanese History, A.B.D. Berkeley; J.D., 1979; 
  Head, Legal Department Morgan Stanley Japan. 
• Ramseyer, Mark. b.1954; M.A. Japanese studies, Michigan, 1978; 
  Harvard, Law, 1982; Acting professor of Law, U.C.L.A. 
• Reisch, Pauline. b.1946; University of New York, Comparative lit., 
  1972; New York, Law, 1985; government service. 
• Roebuck, John. b.1950; Michigan, J.D., 1975. 
• Rosett, Arthur. b.1934; Professor of Law, U.C.L.A., published articles 
 with Hiroshi Wagatsuma. 
• Sayre, Charles F. b.1949; Art and art history, Yale, Ph.D., 1978; 
  U.C.L.A., J.D., 1986; Attorney, Coca-Cola Bottling Company. 
• Schneider, Herbert J. b.1936; Econ.; Boston University, J.D., 1964. 
• Schoembaum, Thomas. b.1939; philosophy; J.D., 1965; Professor of 
  Law, University of Georgia. 
• Shapiro, Isaac. b.1931; Tokyo; Columbia, Law, 1956. 
• Sherwood, Richard. b.1928; Harvard, Law, 1952. 
• Shklov, Mark. b.1950; Sophia University, Japanese studies, 1971; 
 Puget Sound, Law, 1976. 
• Simon, James H. b.1946; Harvard, E.A. Studies, M.A., 1968; 
 Michigan, Law, 1979. 
• Sneider, David. b.1957; Yale, E.A. Studies, B.A., 1979; 
 Tokyo University, 1980; Harvard, Law, 1984;(l think his father was 
  U.S. ambassador to Korea), Salomon Bros, Tokyo. 
• Tanaka, Jennie. B.A. International Christian University, 1966; 
 Washington College of Law, 1984. 
• Thoonton, Robert. b.1910; Oregon, Law, 1935; George Washington 
  University, Law, J.D., 1937; Adj. Professor, Western Oregon State 
 College. 
• Tung, Ko-Yung. b.1947; Peking; New York University, Adj. Associate 
 Professor of Law; physics, Harvard, Law, 1973. 
• Upham, Frank. b.1945; Harvard, 1974; Harvard, Law, 1974. 
• Von Mehren, Arthur T. b.1922; Harvard, Law, 1945; Harvard, 
  Govt., Ph.D., 1946; Professor of Law, Harvard, Law in Japan 
  (1963). 
• Wallace, Richard. b.1949; B.A. Princeton, E.A. Studies, 1972; 
  Columbia, J.A., 1977. 
30
アメ リカの 日本研究の第一世代
• Ward, Sidney. b.1929; University of Florida, J.D., 1957. 
• Waxman, Michael. b.1947; Boston College, Law, 1972; Professor of 
 Law, Marquette. 
• Taber, Clark. b.1954; U.C.L.A., B.A. Japanese Lang./Lit., 1978; 
 M.A. Oriental Languages, 1982; Harvard, Law, 1985. 
• Whitney, Daniel. Ph.D. Michigan State, Western State University 
 College of Law, 1976; Professor of Anthropology, Sand Diet State. 
• Young, Michael. b.1949; Harvard, Law, 1976; Professor of Law, 
 Columbia.
資料2;女 性の 日本研究者(日 本語 ・日本文学 の専 門家 は除いてある)
• Anchordoguy, Marie. b.1955; Berkeley, 1986, Harvard School of 
 Business. 
• Barnett, Suzanne. b.1940; Harvard, 1973, History. 
• Berberich, Junko. b.1948; University of Hawaii, Theatre, independent 
 scholar. 
• Bernstein, Gail. b.1'939; Harvard, 1968; History (specialization; rese-
 arch interest--among a list cited, there is a category: gender, sex 
 roles, women. Hereafter G.S.R.W.). 
• Berry, Mary E. b.1947; Berkeley, 1975.. 
• Boocock, Sarane. b.1935; Johns Hopkins, 1966, Social relations. 
• Brinton, Mary, b.1952; University of Washington, 1986 (University 
 of Chicago-Sociology). 
• Brock, Karen. b.1949; Princeton, art history, 1984; G.S.R.W. 
• Campbell, Ruth. Social work (geriatric) ; G.S.R.W. 
• Church, Deborah. b.1938; University of Hawaii, 1978; History (Holy 
 Names College), CA. 
• Colbert, Evelyn. b.1918; Columbia, 1947 (Left-wing in Japanese 
 politics, 1952). 
• Dalby, Liza C. b.1950; Stanford, 1978; Geisha (1983) ; G.S.R.W. 
• Davis, Sandra. b.1937; University of Penna, 1968,(Ono Azusa); 
 Insurance. 
• Doe, Paula. b.1949; Wisconsin, 1978; University of California, M.B. 
 A., 1982 (Lit./ International business). 
• Field, Norma. b.1947; Princeton, 1983 (into structuralism, etc.). 
• Fujita, Kuniko. Sociology, Michigan State, 1982; G.S.R.W. 
                                                             31
• Graham, Patricia. b.1952; Art history, 1982; Kansas. 
• Hadley, Eleanor. b.1916; Radcliffe, 1949 (Dissolution of the zaibatsu ) 
 (Anti-trust in Japan, 1970). 
• Harrington, Ann. b.1939; Claremont, 1977; Position and education of 
  women. 
• Hata, Nadine. b.1941; U.S.C., 1983. 
• Hein, Laura. b.1955; Wisconsin, 1986. 
• Hill, Annel. b.1953; Duke, 1980. 
• Hirai, Atsuko. Harvard, G.S.R. W . (Tokyo University, 1961). 
• Hastings, Sally. b.1941; Chicago, 1980; "Women.". 
• Ito, Barbara. b.1951; Iowa, 1983; G.S.R.W. 
• Imamura, Anne. b.1946; Columbia, 1980; Chair, Asian Studies, Foreign 
  Service Institute; G.S.R.W. 
• Kinney, Ann. b.1931; Columbia, 1962; Vice-president, Capital City 
 Associates. 
• Kleinberg, Jill. b.1945; University of Mich., 1979. 
• Hoston, Germain. b.1954; Harvard, 1981. 
• Hopper, Helen. b.1938; University of Washington at St. Louis, 1976; 
  G.S.R.W. 
• Kondo, Dorine. b.1953; Harvard, 1982; G.S.R.W. 
• Kuwayama, Patricia Hagan. b.1940; Econ., 1970; Vice-president, 
 Chemical Bank. 
• Lanham, Betty. b.1922; Syracuse, 1962. 
• Lebra, Joyce. b.1925; G.S.R.W. women's history. 
• Lebra, Takie. Pittsburgh, G.S.R.W. 
• Lewis, Catherine. b.1950; Stanford, 1979. 
• Momola, Claires. b.1941; Appalachia State U.N. Carolina. 
• Marsh Susan. Chicago, Ph.D., 1955. 
• McKean, Margaret. b.1946; Berkeley, 1974. 
• Minichiello, Sharon. b.1939; Hawaii, 1975. 
• Molony, Barbara. b.1950; Harvard, 1982; G.S.R.W. 
• Molony, Kathleen. b.1949; Michigan, 1980; G.S.R.W.(Jse women's 
 movement). 
• Nakai, Kate Wildman. b.1942; Harvard, 1972.. 
• Napier, Nancy. b.1952; Ohio State, 1981. 
• Nomura, Gail. U.H., 1979. 
32
アメ リカの 日本研究 の第一世代
• Ohlson, Virginia. b.1914; Professor Emeritus, University of Chicago, 
 Nursing and ed. 
• Ohnuki, Tierney Emiko. b.1934; Wisconsin, 1968; G.S.R.W. 
• Paulson, Joy. b.1929; Colorado, 1983; G.S.R.W. 
• Pharr, Susan. b.1944; Columbia, 1975; G.S.R.W. 
• Piggot, Joan. b.1947; Stanford, 1987. 
• Mayo, Marlene. Columbia, 1961. 
• Pijanowski, Noriko. b.1942. 
• Robertston, Jennifer. b.1953; Cornell, 1983; G.S.R.W. 
• Robins-Mowry, Dorothy. independent scholar, G.S.R.W. 
• Rosenberger, Nancy. b.1949; Michigan, 1984; G.S.R.W. 
• Rosenbluth, Frances M. b.1958; Columbia, 1988. 
• Gluck, Carol 
• Rugola, Patricia. b.1945; Ohio State, 1986 (ind. scholar). 
• Bock, Audie. (films). 
• Schooler, Carmi. b.1933; New York University, 1959. 
• Sewell, Dorita. b.1944; Anthro, Chicago, Ph.D. ; government service, 
 independent scholar. 
• Silverberg, Miriam. Chicago, 1988(?). 
• Skord, Virginia. b.1952; Cornell, 1987. 
• Steinhoff, Patricia. b.1941; Harvard, 1969; G.S.R.W. 
• Stephan, Barbara. b.1943; M.A. U.H., 1969; publishing independent 
 scholar. 
• Strauss, Monica. Harvard, 1978. 
• Swann, Barbara B. b.1939; Brandeis, 1978; G.S.R.W. 
• Takeuchi, Melinda, b.1944; Assist Professor, Stanford. 
• Tamanoi, Mariko. b.1951; Northwester, 1982; G.S.R.W. 
• Terasaki, Etsuko. Columbia, Ph.D.; independent scholar, G.S.R.W. 
• Teters,Barbara. b.1926; University of Washington, 1955. 
• Tonomura, Hitomi. b.1948; Stanford, 1986. 
• Traweek, Sharon. b.1942; University of Santa Cruz, 1982; G.S.R. W. 
• Tsukui, Nobuko, b.1938; Ph.D., 1967. 
• Uete, Helen Rinehart. b.1935; Japanese Journalism, Michigan B.A., 
 1977; Japanese studies, University of Michigan, M.A., 1978; 
 Co-Owner, Japan-American Management Services. 
• Uno, Kathleen. Berkeley, 1987; G.S.R.W. 
                                                             33
• Villaflor, Georgia C. b.1952; Harvard, 1988. 
• Walthall, Anne. b.1946; Chicago, 1979; G.S.R.W. 
• Weiner, Susan. Harvard, Ph.D. ; Trustee, Batterymarch Financial 
 Management. 
• Wey, Nancy. Chicago, Ph.D., 1974. 
• White, Merry I. b.1941; G.S.R.W. 
• Will, Jarguerite. b.1942; Professor, Foothill College, Business 
 management. 
• Wollons, Roberta. .b.1947; Chicago, 1983; G.S.R.W. 
• Woodson, Yoko. Berkeley, 1983. 
• Yoshikawa, Diana. Wisconsin, 1974; President, Interface Japan. 
• Yuasa, Michiko. Ph.D., 1983; University of California at Santa 
 Barbara.
資料3;日 本人 の 日本専門家(日 本語 ・日本文学 ・言語学 ・図書 館学 は
除いてある)
• Abe, Masao. b.1915; Osaka; Chicago, Professor of Religion. 
• Akaha, Tsuneo. b.1949; Nagano-ken; Professor of Pol./Sci., 
 Bowling Green, Ohio. 
• Ando, Albert. b.1929; Tokyo; Professor of Econ., University of 
 Pennsylvania. 
• Angevine, Michael J. Kimura. -b.1953; Assist. Professor, Sociology 
 of Religion, San Francisco Theological Seminary. 
• Azumi, Koya. b.1930; Tokyo; Professor of Sociology, Rutgers. 
• Fukui, Shigeko. b.1939; Tokyo; Program Director, Auburn, Alabama. 
• Fukui, Haruhiko. b.1935; Tokyo; Professor of Pol./Sci., University 
 of California, Santa Barbara. 
• Furuhashi, Yusaku. b.1931; Shizuoka; Professor and Dean, College 
 of Business Administration, Notre Dame, Indiana. 
• Haitani, Kanji. b.1934; Osaka; Professor of Econ., Memphis State, 
• Hamada, Koichi. b.1936; Tokyo; Professor of Econ., Yale. 
• Hakuta, Kenji Kamakura. 1952; Educational psychology, University 
 of California, Santa Cruz. 
• Hamada, Tomoko. b.1949; Yokosuka; Assist. Professor of 
 Anthropology, William and Mary (Virginia). 
• Hashimoto, Masanori. b.1941; Tokyo; Professor of Econ., Ohio State. 
34
アメ リカの 日本研究 の第一世 代
.
• Horiba Yutaka. b.1940; Nagoya; Professor/Chairman, Econ., Tulane, 
 New Orleans Louisiana. 
• Iga, Minoru. b.1916; Kagawa-ken; Professor Emeritus, Anthro., 
 University of California at Northridge. 
• Iriye, Akira. b.1934; Tokyo; Professor of History, Chicago, Harvard 
  (Sept. 1989). 
• Ishimine, Tomotaka. Tokyo, Professor of Econ., California State at 
 Long Beach. 
• Ito, Takatoshi. b.1950; Sapporo; Economist, National Bureau of 
 Economic Research, Washington. 
• Kato, Kazumitsu. b.1930; Nagoya; Professor of Religion and Director, 
 Japan Studies, California State University. 
• Kato, Takao. b.1954, Aichi, Asst. Professor of Econ., Colgate, 
 New York. 
• Kawahito, Kiyoshi. b.1939; Choshun, Manchuria; Professor of Econ., 
 Middle Tennessee. 
• Kawashima, Yasuhide. b.1931; Nagasaki; Professor of History, 
 University of Texas at Elpas. 
• Kikuoka, Tadashi. b.1931; Tokyo; Professor of History, Seton Hall, 
 New Jersey, Director, Japanese Studies Association. 
• Kamachi, Noriko. Harvard, Ph.D., 1972; Professor of History, 
 University of Michigan at Dearbon. 
• Kitagawa, Joseph. b.1915; Osaka; Professor Emeritus, History of 
 Religions, University of Chicago. 
• Kaneda, Hiromitsu. b.1934; Osaka; Professor of Econ, University of 
 California at Davis. 
• Kodera, James. b.1945; Professor of Religion, Wellesley, M.A. 
• Kogiku, Kiichiro. b.1927; Okayama; Professor of Econ. University 
 of California-Riverside. 
• Kuriyama, Kurt. b.1935; Tokyo; Berkeley, Ph.D. History, 1973; 
 International Relations, Texas Tech. University. 
• Kuroda, Yasumasa. b.1931; Tokyo; Professor of Pol./Sci., 
 University of Hawaii. 
• Matsui, Noriatsu. b.1945; Fushun, Manchuria; Econ., Earlham 
 College, Indiana. 
• Miyoshi, Masao. b.1928; Tokyo; Professor of Comparative Lit., 
                                                             35
 University of California, San Diego. 
• Obayashi, Hiroshi. b.1934; Osaka; Professor of Religion, Rutgers, N.J. 
• Owada, Yasuyuki. b.1934; Kinshu, Manchuria; Chairman, 
 Department of Sociology/Anthro., Redlands College, C.A. 
• Ohazama, Tasuku. b.1943; Yonezawa; Florida State, Architecture. 
• Ozaki, Robert. b. Tokyo; Professor of Econ., California State at 
 Hayward. 
• Ozawa Terutomo. b.1935; Yokohama; Econ., Colorado School of 
 Mines. 
• Pijanowski, Hiroko Sato. b.1942; Tokyo; Professor, University of 
 Michigan, School of Art. 
• Sakakibara, Yoshitaka. b.1952; Aichi; Asst. Professor of 
 International Business, University of South Carolina. 
• Sakihara, Mitsugu. Michael, b.1926; Okinawa (P.O.W.); History, 
 Summer Session, University of Hawaii. 
• Sato, Kazuo. b.1927; Sapporo; Professor of Econ., Rutgers, N.J. 
• Sato, Ryuzo. b.1931; Akita-ken; Professor of Business/Econ., New 
 York University. 
• Shimahara, Nobuo. b.1936; Okayama; Professor, Anthropology of 
 Education, Rutgers; Associate Dean for Academic Affairs. 
• Shimizu, Yoshiaki. b.1936; Tokyo; Professor of Art and Archaeology, 
 Princeton. 
• Taira, Koji. b.1926; Okinawa; Professor of Sociology, University of 
 Illinois. 
• Takata, Moriyuki. b.1932; Professor of Pol./Sci., El Camino 
 College, CA. 
• Tatara, Toshio. b.1937; Shizuoka; Foundation work, (social welfare). 
• Toda, Yasushi. b.1931 (?) ; Kyoto; Econ., Associate Professor, 
 University of Florida. 
• Tsubaki, Andrew. b.1931; Tokyo; Chairman and Professor of East 
 Asian Languages and Cultures (Performing arts). 
• Tsukamoto, Jack. b.1931; Kagawa-ken; Associate Professor of 
 Library Service, Ball State, Indiana. 
• Tsukui, Nobuko. b.1938; Professor of English, Geroge Mason, U. Va. 
 (Comp. Lit.). 
• Tsurutani, Taketsugu. b.1935; Iki, Nagasaki; Chairman, Pol./Sci., 
36
アメ リカの 日本研究の第一世 代
 Washington State University. 
• Uehara, Toyoaki. b.1924; Okayama; Professor, E.A. Languages and 
 Cultures (myth and folklore specialist), Indiana. 
• Unno, Taitetsu. b.1929; Fukuoka; Professor of Religion, Smith 
 College, M.A. 
• Warner, Maria-Mutsuko. b.1934; Harbin; Linguistics/Lang. teacher. 
• Woodson, Yoko. b. Japan, Assistant Curator, Museum of San 
 Francisco (Asian Art). 
• Yamaguchi, Kazuo. b.1946; Tokyo; Associate Professor of Sociology, 
 U.C.L.A. 
• Yamashita, Tadanori. b.1929; Tokyo; Professor Religion, Mt. 
 Holyoke, M.A. 
• Yamazaki, Masato. b.1948; Assistant Professor of Econ., Aquinas 
 College, Michigan. 
• Yoshikawa, Muneo Jay. Associate Professor of American Studies, 
 University of Hawaii. Ph.D., 1980. 
• Yuasa, Michiko. b.Aomori (1952?) ; I.C.U. (1952) ; Associate 
 Professor of Japanese and East Asian Studies, Western Washington 
 University.
37
資料4'ハ 一 バ ー ド日本史 研 究 の 「系 図」
Edwin O. Reischauer 
b.1910, Ph.D., 1939
John W. Hall 
b.1916, Ph.D., 1950 
1961 to 1983 (Yale) 
1950 to 1961 (Michigan) 
Robert Schwantes 
b.1922, Ph.D., 1950 
Foundation work 
Toshio Tsukahira 
b.1915, Ph.D., 1951 
Foreign Service Officer 
Lawrence Olson 
b.1918, Ph.D., 1955 
AUFS (Retired) 
Roger Hackett 
b.1922, Ph.D., 1955 
Northwestern 
Michigan 1961 to Present 
Albert Craig 
b.1927, Ph.D., 1959 
Harvard 
Joyce C. Lebra 
b.1925 Ph.D., 1958 
Colorado 
George Akita 
b.1926, Ph.D., 1960 
U. of Hawaii 
38
John K. Fairbank 
E. Herbert Norman 
b.1909, Ph.D., 1940 
Thomas C. Smith 
b.1916, Ph.D., 1948 
(acknowledges both E.O.R./ J.K.F. ) 
M_ arius B. Jansen 
 b.1922, Ph.D., 1950 
 ( J.F.K. first suggested topic; 
  acknowledges E.O.R. ) 
Akira Iriye 
 (John K. Fairbank) 
 After Imperialism (1965) 
 (acknowledges J.K.F. and Ernest May) 
 (E.O.R. not acknowledged) 
Pacific Estrangement (1972) 
  (acknowledges J.K.F. ) 
 Robert Sakai 
 U. of Nebraska and 
 U. of Hawaii
ア メ.リカの 日本研究の第一世代
Mikiso Hane 
b.1922, Ph.D., 1957 
Knox College 
Ph.D. too early to be Hall Student
E.O. Reishauer 













b.1939 Ph.D., 1969 
Harvard 
Richard Staubitz 
b.1942, Ph.D., 1973 
Private business 
James McClain 







b.1924, Ph.D., 1955 
U. of Kansas 
Robert Spaulding, 
b.1923, Ph.D., 1965 
Oklahoma State 
Ralph Falconeri 
b.1928, Ph.D., 1967 
Oregon 
Bernard Silberman 




b.1936, Ph.D., 1973 
Towson State 
Edward Drea 
b.1944, Ph.D., 1978 
Army history
39
Thomas Swif t 
b.1934, Ph.D., 1970 
Cal. State/ Sacram 
Stephan Vlastos 
b.1942, Ph.D., 1977 
U. of Iowa 
Andrew Barshay 
b.1953, Ph.D., 1986 
Wisconsin 
              --------------
Joan Piggot 
b.1947, Ph.D., 1987 
Cornell 
Sheldon Garon 














b.1929, Ph.D., 1957 
Chicago 
Irwin Schemer 
b.1932, Ph.D., 1966 
U.C. Berkeley 
Edwin Neville 





b.1940, Ph.D., 1971 
Stanford 
Suzanne Gay 
b.1951, Ph.D., 1982 
Oberlin 
Gordon Berger 
b.1942, Ph.D., 1972 
U. of S. Calif. 
Hitomi Tonomura 
b.1948, Ph.D., 1986 
U. Michigan 
Miles Fletcher 
b.1946, Ph.D., 1975 
Carolina ChapHill
Herman Ooms 
b.1937, Ph.D., 1973 




Anne W althall 
b.1946, Ph.D., 1979 
U. of Utah 
Sally Hastings 
b.1945, Ph.D., 1980 
Robert Kramer 
Ph.D., 1985 











Marius B. Jansen 
Fred Notehelfer 
b.1939, Ph.D., 1968 
UCLA 
Franklin Odo 
b.1939, Ph.D., 1975 
U. of Hawaii Ethnic 
Ronald Dicenzo 
b.1939, Ph.D., 1978 
Oberlin 
Mark Peattie 
b.1930, Ph.D., 1972 

















アメ リカの 日本研究 の第一世代
1『
Tetsuo Najita 
b.1936, Ph.D., 1965 
Chicago Craig 
Conrad Totman 
b.1934 Ph.D., 1964 
Yale 
Goerge Wilson 





U. CA/San Diego 
Peter Frost 
b.1936, Ph.D., 1966 
Williams College 
Richard Minear 
b.1938, Ph.D., 1968 
U. of M.A./Amherst 
Herbert Bix 
b.1938, Ph.D., 1972 
Hosei 
      (cont. )
Peter Duus 
b.1933, Ph.D., 1965 
Antonia Levi 
b.1947, Ph.D., 1988 
Linda Johnson 
b.1951? Ph.D., 1983 
Condordia 
Michael Lowis 
b.1949, Ph.D., 1985 
Michigan State 
Earl Kinmonth 
b.1946, Ph.D., 1975 
U.C, Davis 
Donald Roden 








U. of Bri. Col. 
Patricia Tsurumi 
Ph.D., 1971, B.A. 
Barbara Molony 
b.1950, Ph.D., 1982 
William Johnston 
b.1955, Ph.D., 1987 
Wesleyan, M.A. 
Andrew Gordon 
b.1952, Ph.D., 1981 
Duke
Gail Bernstein 





b.1947, Ph.D., 1976 
I.C.U., Tokyo 
James Baxter 
b.1944, Ph.D., 1978 
Independent Scholar 
Kate Nakai 
b.1942, Ph.D., 1972 
1959 Sophia (Jochi) 
John Wheeler 
b.1943, Ph.D., 1970 
Writer (Sumo) 
Michael Barnhart 
b.1951, Ph.D., 1980 
Steven Ericson 
b.1953, Ph.D., 1985 
Brown 
Wayne Farris 





b.1946, Ph.D., 1978 
Hong Kong U. 
Tomone Matsumoto 
b.1942, Ph.D., 1972 
Griffith Aust. 
Benjamin Wren 
b.1931, Ph.D., 1973 
Loyola. LA. 
Allen Wittenborn 




b.1933, Ph.D., 1968 
Amherst 
William Hoover 
b.1941, Ph.D., 1973 
U. of Toledo 
Michael Schaller 
b.1947, Ph.D., 1974 
U. of Arizona 
Ronald Suleski 
b.1942, Ph.D., 1974 
Publishing 
Sam Yamashita 
b.1946, Ph.D., 1981 
Pomona 
Wayne J. Sabey 
b.1939, Ph.D., 1972 
Foundation 
Louis G. Perez 
b.1946, Ph.D., 1986 
Vstng Ill. U. 
Thomas Burkman 
b.1944, Ph.D., 1975 
Old Dominion 
Richard Smethurst -
b.1933, Ph.D., 1968 
Pittsburgh
Edwin 0. Reischauer 
George Akita 
Harry Wray, 1931 
Ph.D., 1971 Tsukuba 
Yokohama Koku. 
Sharon Minichiello 
b.1939, Ph.D., 1975 
U. of Hawaii 
Neil Waters 
b.1945, Ph.D., 1975 








Joy L. Paulson 
b.1929, Ph.D., 1983
Ann Janetta
アメ リカの 日本 研究の第一世代





b.1936, Ph.D., 1966 
Minnesota 
Gary Allison 
b.1942, Ph.D., 1971 
Virginia 
Mark Fruin 
b.1943, Ph.D., 1973 
U.C. Hayward 
Lee A. Makela 
b.1941, Ph.D., 1973 
Cleve. State U. 
Leonard Humphreys 
b.1924, Ph.D., 1975 
U. of Pacific 
David Evans 
b.1940, Ph.D., 1978 
U. of Richmond
43
資料5;ア メ リカの 日本政治研究者
-Morley , James W. Columbia, 1954, 
•McNelly, Theodore H. 1952, Univ. of Maryland 
-Whiting, Allen. 1952 Arizona 
-Angel, Robert C. 1985, Univ. of South Carolina 
-Campbell, John. 1973, Univ. of Michigan 
• Richards, Robert C. Mich. 1980, Univ. of Texas, Austin 
• Chang, Parris. 1969, Penn. State Univ. 
• Curtis Gerald. 1969, Columbia 
• Donnelly, Michael. 1978, Univ. of Toronto 
-Curren, Timothy. 1982, General Manager, Panasonic Industrial Co. 
•Falkenheim, Peggy. 1975, Univ. of Western Ontario 
-Long, T. Dixon. 1968, Case Western Reserve, Ohio 
• Lu, David M. 1960, Bucknell, PA. 
-Pempel, T. J. 1972, Cornell 
-Pharr , Susan. 1975, Harvard 
• Rosenbluth, Frances M. 1988, Univ. of Virginia 
• Thayer, Nathaniel B. 1967, School of Advanced International Studies, 
Johns Hopkins 
-Thurston, Donald. 1970, Union College, New York 
• Titus, David. 1970, Wesleyan 
- Weinstein, Martin E. Univ. of Illinois, Urbana 
• Yasumoto, Dennis T. 1981, Smith College 
• Yoshitsu, Michael. Private sector 
• Blaker, Michael. 
-Ward, Robert E. Berkeley, 1948 Univ. of Michigan, 1958-1973, 
 Stanford Univ., 1973-1987 
• Steiner, Kurt. 1955, Berkeley 
-Aronson, Jonathan. Stanford, 1977, Univ. of Southern California 
- Flanagan, Scott. Stanford(?), 1972, Florida State Univ. 
-Friedman, Neil. Stanford, 1977, Information manager, Mitsu (U.S.A.) 
• Fukui, Haruhiko. Attended Michigan, 1963, University of California 
  (Santa Barbara) 
• Groth, David. 1987, Postdoctoral, Harvard Univ. 
- Gaenslen, Fritz. 1984, Univ. of Vermont 
-Krauss, Ellis. 1973 (Stan), Western Washington/Pittsburgh 
•Kubota, Akira. 1968, Univ. of Windsor 
-Lewis, Jack G. 1975, (Administration) Grad. School of Business 
 Administration, U.S.C. 
• Okimoto, Daniel M. 
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•Steslicke, William E. Michigan, 1965, Univ. of Southern Florida 
-White, James. Michigan, 1969, Univ. of N. Carolina 
•Scalapino, Robert A. Harvard, 1948, Univ. of California, Berkeley 
from 1949 
-Albritton , Robert. 1972, York Univ., New York 
•Baerwald, Hans. 1956, Univ. of California, Los Angeles 
• Farnsworth, Lee. 1960 (M. A.) , Brigham Young Univ. 
• Langdon, Frank. 1953, Univ. of British Columbia (ret. ) 
-Miller , Frank O. 1961, College of Wooster, Ohio (ret.) 
• Mckean, Margaret A. 1974, Duke 
• Notar, Ernest. 1979, Assistant Director, E.A. Institute, Univ. of 
 California, Berkeley 
- Richardson, Bradley. 1966, Ohio State 
• Hellman, Donald. 1964, Univ. of Washington 
  (Korea War generation, army GI Bill) 
-Adams, Jerold L. 1972, Central Missouri State 
•Hrebenar, Ronald. 1973, Univ. of Utah 
-Lejnieks, J.A. 1972, Univ. of Alberta 
-Johnson, Chalmers. (Korea War generation, navy GI Bill) until 1975, 
was considered China specialist. Until 1972, he was head of the China 
Center at Univ. of California, Berkeley. Students of 1960 considered 
 him too conservative. He gave up post to Frederic Wakeman. He and 
 Ezra Vogel shifted to Japan about the same time. Scalapino was 
considered the Japan specialist until Chal shifted over to Japan. 
When Chal Johson left U.C. Berkeley for San Diego at La. Jolla, he had 
19 Ph.D. candidates (all on Japan). His replacement is Eric(?) Noble 
from Harvard! 
•Bedeski, Robert. 1969, Carleton Univ., Canada 
• Kuriyama Kurt Y. 1973, College of Education, Texas Technical Univ. 
•Paltiel, Jeremy. 1984, Univ. of Alberta 
-White, Nathan. 1971, Research analyst, U.S. government 
• Carlile, Lonny. 1988, Univ. of British Columbia 
•Arase, David. 1989, Pomona College 
• Anchordoguy, Marie. 1986 
                                          (October 1989)
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